
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市では、中区本牧にある三溪園を次世代に継承していくための新たな取組として、クラウドファン

ディング型ふるさと納税を実施します。 

いただいたご寄附は、ご来園の皆様に、より快適に園内を楽しんでいただけるよう、園内の環境改善

に活用させていただきます。三溪園で過ごす時間を居心地のいいものにすることで、また来園したいと思

える空間にしたいと考えています。 

多くの歴史的建造物と自然が調和した、横浜の貴重な観光資源を次世代へ継承していくため、皆様の

ご協力をお願いいたします。 

 

■ プロジェクト概要 

（１）名称 横浜で自然と歴史を体験できる、名勝庭園「三溪園」を次世代に継承したい！ 

（２）プロジェクトページ ふるさとチョイス ガバメントクラウドファンディング®  

https://www.furusato-tax.jp/gcf/3267 

※掲載の URL は、募集期間内にアクセスができます 

（３）実施期間 令和６年 10 月１日(火)10：00 から １２月 31 日(火)23：59 まで （92 日間） 

（４）目標金額 400 万円 

（５）三溪園に関する返礼品の一例 学芸員による「臨春閣」ガイドツアー 

           「鶴翔閣」で坐禅体験×豪華お食事プラン 

令 和 ６ 年 ９ 月 3 0 日 
にぎわいスポーツ文化局観光振興・ＤＭＯ地域連携課 
政 策 経 営 局 財 源 確 保 推 進 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

裏面あり 

～10月１日募集開始～ 
国指定名勝「三溪園」を次世代へ！ 

クラウドファンディング型ふるさと納税を実施します！ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】国指定名勝「三溪園」の概要 

三溪園は、明治末から大正末にかけて原三溪（本名：富太郎）によって本牧に造園されました。三溪

は、京都や鎌倉等様々な地域から、荒廃して消失の危機に晒されていた歴史的建造物や、織田信長

や豊臣秀吉、徳川家康等、歴史上の人物にゆかりのある茶室や数寄屋などを集め、移築しました。そ

して、これらの建物は、庭園としての景観の調和にも配慮し、綿密な計算のもとに配置されています。 

三溪園は、自邸の庭でありながら、「この明媚(めいび)な自然の風景は創造主のものであって、私

有物ではない」とし、1906 年（明治 39 年）から庭園の一部を一般市民に公開するなど当初から地域

に開かれた庭園としました。 

現在では、園内にある歴史的建造物 17 棟のうち、10 棟が重要文化財に、３棟が横浜市指定有形

文化財に指定されています。また、2007 年（平成 19 年）には学術上・芸術上、観賞上すぐれている点

を評価され、庭園全域が国の名勝に指定されました。 

 

名称 国指定名勝「三溪園」 

所在地 横浜市中区本牧三之谷 58-1 

管理団体名 公益財団法人三溪園保勝会 

文

化

財

の

種

別 

記念物 名勝 三溪園 

有形文化財 

（建造物） 

重要文化財 

（計 10 棟） 

（外苑）旧燈明寺三重塔、旧燈明寺本堂、旧東慶寺仏殿、 

旧矢箆原家住宅 

（内苑）臨春閣、旧天瑞寺寿塔覆堂、月華殿、天授院、 

聴秋閣、春草廬 

市指定有形 

文化財 

（計３棟） 

（外苑）鶴翔閣 

（内苑）白雲邸、御門 

 

 

 

お問合せ先 

【プロジェクトに関すること】 

にぎわいスポーツ文化局観光振興･ＤＭＯ地域連携課 品川 裕治 Tel 045-671-3940 

【クラウドファンディング型ふるさと納税に関すること】 

政策経営局経営戦略部財源確保推進課ふるさと納税担当課長 西海 友希代 Tel 045-671-4808 

 

 

クラウドファンディング型ふるさと納税とは 

ふるさと納税制度を活用して行うクラウドファンディングで、地方自治体が課題解決を目指して実施

する特定のプロジェクトに対し、寄附を募る仕組みです。市内にお住まいの方、市外にお住まいの方の

いずれも寄附を行うことができ、ふるさと納税同様の税控除を受けることができます。 

※このプロジェクトへの寄附はふるさと納税制度の対象となり、市外にお住まいの方には返礼品をお送

りしています。 






